
延べ宿泊者数万人泊、過去最高を記録 北海道
年


年
比
７
％
増
、外
国
人
客
は

％
減

悠
久
の
歴
史
を
刻
む
史
跡
群

魅
力
的
な
中
国
・
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
旅

西
安王

朝
が
都
を
置
く
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敦
煌西域

文
化
が
花
開
く

蘭
州河西

回
廊
の
入
り
口
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札幌のシンボルの一つ、テレビ塔

　
北
海
道
運
輸
局
は
、
北
海
道
に

お
け
る
宿
泊
旅
行
統
計
調
査
を
こ

の
ほ
ど
公
表
し
た
。
観
光
庁
が
実

施
し
て
い
る
「
宿
泊
旅
行
統
計
調

査
」
を
も
と
に
ま
と
め
た
も
の
。

２
０
２
３
年
年
間
値
（
確
定
値
）

は
、
延
べ
宿
泊
者
数
が
約
３
９
６

３
万
人
泊
。前
年
比

・
９
％
増
。

２
０
１
９
年
比
も
７
・
２
％
増
加

し
、
過
去
最
高
の
値
と
な
っ
た
。

　
調
査
で
は
「
全
国
旅
行
支
援
が

１
月
か
ら
再
開
さ
れ
た
こ
と
や
、

円
安
に
よ
り
訪
日
外
国
人
観
光
客

が
増
加
し
た
こ
と
な
ど
が
影
響
し

た
と
考
え
ら
れ
る
」と
し
て
い
る
。

　
北
海
道
を
含
め
た
全
国
の
延
べ

宿
泊
者
数
は
約
６
億
１
７
４
７
万

人
泊
。
こ
ち
ら
も

年
を
上
回
る

過
去
最
高
と
な
っ
た
。

　
都
道
府
県
別
で
は
、
東
京
都
、

大
阪
府
に
次
い
で
、
北
海
道
が
前

年
に
続
い
て
３
位
と
な
っ
て
い

る
。
全
国
に
占
め
る
シ
ェ
ア
は
６

・
４
％
。

　
　
　
　
◇
　
　
　
◇

　
外
国
人
延
べ
宿
泊
者
数
は
約
７

１
３
万
人
泊
。
前
年
比
７
３
２
・

０
％
増
、

年
比

・
０
％
減
。

前
年
比
で
は
大
き
く
増
加
し
た
も

の
の
、

年
の
水
準
に
は
達
し
な

か
っ
た
。

　
要
因
と
し
て
調
査
は
、
三
大
都

市
圏
へ
の
訪
問
の
集
中
傾
向
や
、

「
国
際
定
期
便
数
が

年
比

・

４
％
減
ま
で
落
ち
込
み
、
座
席
供

給
数
が
減
少
し
た
こ
と
も
そ
の
一

因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
」
と
し
て

い
る
。

　
全
国
の
外
国
人
延
べ
宿
泊
者
数

は
約
１
億
１
７
７
５
万
人
泊
。
前

年
比
６
１
３
・
５
％
増
、

年
比

１
・
８
％
増
。

　
都
道
府
県
別
で
は
、
東
京
都
、

大
阪
府
、
京
都
府
に
次
い
で
、
北

海
道
が
前
年
に
続
い
て
４
位
と
な

っ
て
い
る
。
全
国
に
占
め
る
シ
ェ

ア
は
６
・
１
％
。

　
　
　
　
◇
　
　
　
◇

　
北
海
道
の
今
年
１
～
３
月
期
の

延
べ
宿
泊
者
数
（
暫
定
値
）
は
前

年
同
期
比
５
・
２
％
増
の
約
９
２

９
万
人
泊
。

年
同
期
比
は
０
・


％
増
と
ほ
ぼ
同
数
だ
っ
た
。

　
外
国
人
延
べ
宿
泊
者
数
は
前
年

同
期
比

・
１
％
増
、

年
同
期

比
８
・
４
％
減
の
約
２
８
７
万
人

泊
。

西安を代表する観光地、秦の始皇帝陵兵馬俑博物館

　
中
国
駐
東
京
観
光
代
表
処
は
、
中
国
国
内
へ
の
日
本
人
客
誘
致
へ
Ｐ

Ｒ
を
強
化
し
て
い
る
。
ア
ピ
ー
ル
す
る
一
つ
が
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
旅
。

西
安
を
起
点
に
中
央
ア
ジ
ア
、
西
ア
ジ
ア
、
遠
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ま
で
を

結
ぶ
こ
の
道
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
物
資
を
運
ぶ
交
易
路
と
し
て
紀
元
前
か

ら
栄
え
、
当
時
を
し
の
ば
せ
る
史
跡
が
今
も
数
多
い
。
今
回
、
そ
の
一

部
を
紹
介
す
る
。

白塔山公園

　
甘
粛
省
の
省
都
で
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

の
河
西
回
廊
の
入
り
口
。
チ
ベ
ッ
ト

方
面
へ
向
か
う
青
海
の
道
と
の
分
岐

点
で
も
あ
る
。
前
漢
時
代
に
西
域
に

対
す
る
守
り
の
地
と
し
て
、
金
城
と

呼
ば
れ
た
黄
河
沿
い
の
街
。

　
●
炳
霊
寺
石
窟

　
川
岸
の
切
り
立
っ
た
崖
に
掘
ら
れ

た
１
８
０
を
超
え
る
石
窟
に
、
仏
像

や
壁
画
が
当
時
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い

る
。
２
０
１
４
年
に
「
シ
ル
ク
ロ
ー

ド
：
長
安
＝
天
山
回
廊
の
交
易
路

網
」
の
一
部
と
し
て
世
界
文
化
遺
産

に
登
録
さ
れ
た
。

　
●
甘
粛
省
博
物
館

　
省
内
の
文
化
財
や
化
石
を
収
蔵
、

展
示
す
る
総
合
博
物
館
。
彩
陶
、
竹

簡
の
文
書
、
織
物
、
金
銀
の
仏
舎
利

棺
、
仏
教
芸
術
品
な
ど
約

万
点
の

収
蔵
物
が
あ
り
、
特
に
古
生
物
の
化

石
類
は
必
見
。

　
●
白
塔
山
公
園

　
蘭
州
の
街
と
黄
河
の
雄
大
な
流
れ

を
一
望
す
る
公
園
。
頂
上
に
元
代
の

白
塔
が
そ
び
え
、
蘭
州
碑
林
と
呼
ば

れ
る
４
０
０
㍍
に
及
ぶ
石
碑
の
回

廊
、
東
屋
な
ど
、
歴
史
・
文
化
的
価

値
の
高
い
建
造
物
が
あ
る
。

　
●
五
泉
山
公
園

　
甘
露
、
掬
月
、
摸
子
、
惠
、
蒙
の

五
つ
の
泉
が
あ
る
こ
と
か
ら
そ
の
名

が
付
い
た
と
い
う
。
皋
蘭
山
の
北
麓

に
位
置
す
る
標
高
１
６
０
０
㍍
以

上
、
敷
地
面
積

万
７
千
平
方
㍍
の

山
間
に
、
明
・
清
時
代
を
中
心
と
し

た
古
代
建
築
物
群
十
数
カ
所
が
広
が

っ
て
い
る
。

莫高窟

　
甘
粛
省
西
部
、
河
西
回
廊
の
最
西

端
に
位
置
す
る
敦
煌
は
、
前
漢
の
武

帝
が
西
域
に
置
い
た
河
西
４
郡
（
武

威
、張
掖
、酒
泉
、敦
煌
）の
一
つ
。

中
国
、
イ
ン
ド
、
ギ
リ
シ
ャ
、
イ
ス

ラ
ム
の
文
化
が
こ
こ
で
交
わ
り
、
華

や
か
な
西
域
文
化
が
生
ま
れ
た
。

　
●
莫
高
窟

　
世
界
遺
産
で
中
国
三
大
石
窟
の
一

つ
。
前
秦
時
代
の
３
６
６
年
に
掘
削

が
開
始
さ
れ
、
そ
の
後
約
千
年
に
わ

た
り
芸
術
的
に
も
優
れ
た
塑
像
や
壁

画
を
擁
す
る
石
窟
が
造
ら
れ
て
い
っ

た
。

　
石
窟
は
南
北
約
１
６
０
０
㍍
、
上

下
５
層
か
ら
な
り
、
現
存
す
る
洞
窟

は
４
９
２
カ
所
。
莫
高
窟
で
最
も
大

き
な
塑
像
と
雄
大
な
壁
画
が
有
名
な

第

窟
な
ど
、傑
作
が
観
賞
で
き
る
。

　
●
鳴
砂
山
・
月
牙
泉

　
５
色
の
粒
状
の
砂
が
堆
積
し
て
で

き
た
砂
山
・
鳴
砂
山
と
、
麓
に
あ
る

三
日
月
型
の
青
く
澄
ん
だ
泉
・
月
牙

泉
。
キ
ャ
メ
ル
（
ラ
ク
ダ
）
ラ
イ
デ

ィ
ン
グ
や
サ
ン
ド
ス
キ
ー
、
サ
ン
ド

バ
イ
ク
な
ど
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー

を
楽
し
め
る
。

　
●
玉
門
関

　
敦
煌
北
西
の
郊
外
に
あ
る
古
代
シ

ル
ク
ロ
ー
ド
の
重
要
な
関
所
。
ホ
ー

タ
ン
か
ら
玉
が
運
ば
れ
る
と
き
、
こ

の
関
を
通
っ
た
こ
と
か
ら
そ
の
名
が

付
い
た
と
い
う
。

　
か
つ
て
長
安
と
称
さ
れ
た
現
在
の

陝
西
省
の
省
都
で
、
中
国
西
北
地
区

最
大
の
都
市
で
も
あ
る
。
紀
元
前


世
紀
か
ら
秦
、
漢
、
唐
の
中
国
史
上

で
最
も
盛
ん
な
三
つ
の
王
朝
を
含
む


の
王
朝
が
都
を
置
き
、
東
西
側
文

明
を
つ
な
ぐ
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
は
こ
こ

か
ら
西
へ
と
延
び
て
い
っ
た
。

　
●
秦
の
始
皇
帝
陵
兵
馬
俑
博
物
館

　
館
内
に
１
、
２
、
３
号
の
三
つ
の

兵
馬
俑
坑
が
あ
り
、
共
同
で
膨
大
な

軍
陣
を
構
成
し
て
い
る
。
三
つ
の
坑

は
「
品
」
と
い
う
文
字
の
形
で
配
置

さ
れ
、
総
面
積
は
２
万
２
７
８
０
平

方
㍍
。
坑
内
に
実
物
大
の
陶
俑
と
陶

馬
が
約
７
４
０
０
余
体
、
戦
車
１
３

０
余
台
が
置
か
れ
て
い
る
。

　
展
示
さ
れ
る
秦
の
兵
馬
俑
は
大
き

く
、
き
め
細
か
に
作
ら
れ
て
い
る
。

秦
俑
は
秦
の
始
皇
帝
の
近
衛
兵
を
モ

デ
ル
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
と
い
わ

れ
、
秦
代
職
人
の
丹
念
な
制
作
を
経

て
、
顔
容
と
表
情
が
そ
れ
ぞ
れ
違
い

い
き
い
き
と
し
て
い
る
。

　
●
大
慈
恩
寺
と
大
雁
塔

　
大
慈
恩
寺
は
唐
の
貞
観

年
（
６

４
８
年
）
、
太
子
の
李
治
が
母
の
文

徳
皇
后
を
し
の
ぶ
た
め
に
建
て
ら
れ

た
、
唐
代
の
長
安
城
内
で
最
も
有
名

で
壮
観
な
仏
教
寺
院
。

　
大
雁
塔
は
大
慈
恩
寺
境
内
に
あ

り
、
唐
の
永
徽
３
年
（
６
５
２
年
）

に
唐
代
の
高
僧
玄
奘
が
イ
ン
ド
か
ら

持
っ
て
帰
っ
た
梵
文
経
典
と
仏
像
舎

利
を
祭
り
、
保
存
す
る
た
め
築
造
さ

れ
た
も
の
。７
重
あ
り
、高
さ

㍍
。

　
●
西
安
碑
林
博
物
館

　
漢
代
以
来
の
石
碑
３
千
余
点
が
残

り
、
中
国
で
最
も
多
く
保
存
さ
れ
て

い
る
。

　
博
物
館
は
敷
地
面
積
３
万
１
９
０

０
平
方
㍍
。
主
に
孔
廟
、
碑
林
、
石

刻
芸
術
室
の
三
つ
の
部
分
か
ら
な

り
、
収
蔵
さ
れ
る
文
化
財
は
１
万
１

千
余
点
。石
碑
の
ほ
か
文
物
、写
真
、

図
面
、模
型
を
使
っ
て
周
、秦
、漢
、

隋
、
唐
の
各
代
の
政
治
、
経
済
、
文

化
、
社
会
な
ど
各
方
面
の
概
況
を
紹

介
し
て
い
る
。

　
●
陝
西
歴
史
博
物
館

　
常
設
陳
列
、
臨
時
陳
列
、
特
別
陳

列
の
三
つ
の
部
分
に
分
か
れ
、
展
示

室
の
総
面
積
は
１
万
１
千
平
方
㍍
。

　
陳
列
さ
れ
る
文
物
は
３
千
余
点
。

陝
西
省
で
出
土
し
た
数
十
万
点
の
文

物
の
中
か
ら
精
選
さ
れ
た
も
の
。
特

に
唐
代
陵
墓
の
壁
画
真
品
は
色
彩
が

き
ら
び
や
か
な
美
し
い
芸
術
品
。

　
●
鼓
楼

　
昔
、
楼
の
上
に
大
き
な
太
鼓
が
一

つ
あ
り
、
夕
方
に
太
鼓
を
打
っ
て
時

を
知
ら
せ
て
い
た
こ
と
か
ら
鼓
楼
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
明
の
洪

武

年
（
１
３
８
０
年
）
に
建
て
ら

れ
、
２
回
に
わ
た
り
修
繕
さ
れ
て
い

る
。


